
いちごドリルプリント

アジア州 名前

問1 南アジアのインドにおける宗教と人々の生活について述べた次の説明のうち、ヒンドゥー教の特色と、聖なる川であるガンジス川で行われる行
為の目的を正しく組み合わせたものはどれですか。 （2021年 福島県公立入試 類似）

1. ヒンドゥー教において、聖なる川
とされるガンジス川で「沐浴」を行
い、自らの身を清める。

2. キリスト教の洗礼の儀式を模して
、ガンジス川の水を頭からかけ、神
への帰依を誓う。

3. 仏教の開祖が悟りを開いた場所と
して、ガンジス川の周辺で断食を行
い、厳しい修行に励む。

4. イスラム教の聖地であるメッカの
方向を確認するため、川の流れに沿
って寺院を建設する。

問2 世界の地形に関する説明のうち、ユーラシア大陸にあるヒマラヤ山脈の成り立ちや特徴について述べたものとして最も適切なものを選びなさい
。 （2023年 沖縄県公立入試 類似）

1. インド亜大陸がユーラシア大陸に
衝突することで隆起した、エベレス
トなどを含む険しい山脈である

2. アフリカ大陸北西部に位置し、地
中海沿岸に広がる比較的新しい時代
に形成された山脈である

3. ヨーロッパ中央部に位置し、比較
的古くに形成された後に再び隆起し
た、標高4,000m級の山々が連なる
山脈である

4. 南アメリカ大陸の西側に位置し、
南北に約7,000kmにわたって長く伸
びる環太平洋造山帯の山脈である

問3 インド東部のガンジス川下流域などの熱帯地域では、年平均気温が約27度と高く、特に6月から9月にかけての時期に月間降水量が400mmを超
える顕著な雨季が見られます。このような気候環境を活かして栽培され、繊維が穀物を入れる袋などに加工される農作物を次から選びなさい。
（2025年 東京都公立入試 類似）

1. コーヒー 2. ジュート（黄麻） 3. 綿花 4. 茶

問4 2020年の世界における農産物の生産量において、中国が約42％、インドが約20％を占め、これら2か国で全体の約6割に達している作物は次の
うちどれですか。 （2024年 大阪府公立入試 類似）

1. 茶 2. 米 3. 綿花 4. 小麦

問5 東南アジアに位置するインドネシアでは、近年、経済の発展とともに産業構造に大きな変化が見られます。2000年から2013年にかけて、1人あ
たりの国民総所得が約737ドルから約3,368ドルへと4倍以上に急増した統計において、2013年時点の産業別人口構成の特徴を述べたものとして
、最も適切なものはどれですか。 （2016年 兵庫県公立入試 類似）

1. 稲作を中心とする農業や漁業など
の第1次産業の割合が、全産業の中で
最も高い

2. 経済成長に伴い、第1次産業から
第3次産業までの就業人口がほぼ同率
となっている

3. 工業化の進展により、製造業を中
心とする第2次産業の割合が、第1次
・第3次産業を上回り、最も高い

4. 商業やサービス業などを含む第3
次産業の割合が、第1次・第2次産業
を上回り、最も高い

問6 タイ王国の産業と人口密度の関係について述べた文として、背景や理由を含めて正しく説明しているものはどれか。 （2023年 山形県公立入試 類似）

1. 社会主義体制のもとで計画的な農
村開発が行われたため、都市部より
も山岳地帯や国境付近の人口密度が
意図的に高く設定されている。

2. 中継貿易の拠点として発展した歴
史から、国境付近の港湾都市にのみ
労働力が集中し、内陸部の人口密度
は極めて低く保たれている。

3. 国土の大部分が乾燥した高原地帯
であるため、灌漑施設が整ったマレ
ー半島沿岸部のみに限定して人口密
度が高くなっている。

4. 豊富な水資源を利用した稲作や、
日系企業の進出による自動車産業の
発達が、チャオプラヤ川流域などの
平野部における高い人口密度を支え
ている。

問7 日本と西アジアの特定の国との貿易について、その国の日本への輸出総額が約6兆円にのぼり、品目別では原油が83.4パーセント、揮発油が8.1
パーセント、液化天然ガスが4.2パーセントを占めている場合、この貿易相手国として最も適切な国名はどれですか。 （2025年 鹿児島県公立入試 類似）

1. サウジアラビア 2. アラブ首長国連邦 3. イスラエル 4. トルコ

問8 1967年に結成され、加盟国間の経済・政治・社会的な安定と発展を目指している地域協力組織の名称として、正しいものを選びなさい。 （2024年

大分県公立入試 類似）

1. 東南アジア諸国連合（ASEAN） 2. 北米自由貿易協定（NAFTA） 3. アフリカ連合（AU） 4.
アジア太平洋経済協力会議（APEC）

問9 1967年に結成され、東南アジアの国々が経済の発展や地域の平和と安全を目的として協力し合っている地域協力組織の名称として、適切なもの
はどれか。 （2021年 岐阜県公立入試 類似）

1.
APEC（アジア太平洋経済協力会議）

2. NAFTA（北米自由貿易協定） 3. ASEAN（東南アジア諸国連合） 4. EU（欧州連合）

問10 日本、アメリカ、中国、オーストラリアなど、太平洋を取り囲む国や地域が参加し、貿易の自由化や経済的な連携を強めることを目的とした枠
組みの略称はどれか。 （2016年 北海道公立入試 類似）

1. TPP 2. ASEAN 3. APEC 4. NAFTA

問11 東アジアに位置し、広大な国土を持つ中国では、かつて人口の急増を抑えるために「一人っ子政策」と呼ばれる厳しい産児制限が行われていま
した。しかし、2015年にこの政策は廃止されました。その背景にある、現在の中国が直面している社会問題として最も適切なものはどれですか
。 （2024年 石川県公立入試 類似）

1. 急速な少子高齢化が進行し、将来
の労働力不足や社会保障負担の増大
が懸念されていること

2. 広大な内陸部を開発するために、
強制的な移住を伴う人口増加が必要
になったこと

3. 食料の自給率が劇的に改善し、人
口爆発による食料不足の恐れが完全
に解消されたこと

4. 都市部と農村部の間の経済格差が
縮小したことで、人口を抑制する必
要がなくなったこと

問12 1967年に結成された、タイ、インドネシア、フィリピンなどの国々が加盟し、地域の経済・文化の発展と平和、安定を目的としている地域協力
組織の名称として、正しいものはどれですか。 （2017年 茨城県公立入試 類似）

1.
アジア太平洋経済協力会議（APEC）

2. 石油輸出国機構（OPEC） 3. ヨーロッパ連合（EU） 4. 東南アジア諸国連合（ASEAN）
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答え合わせ・解説
問1 答え 1

ヒンドゥー教において、聖なる川とされるガ
ンジス川で「沐浴」を行い、自らの身を清め
る。

ヒンドゥー教徒にとって、ガンジス川での沐浴は一生に一度は行いたいとされる重要な儀式で
す。これは単なる衛生上の入浴ではなく、宗教的な意味を持つ「浄化」の行為です。インドの
文化は宗教と密接に結びついており、牛を神聖な動物として食べないといった食習慣や、カー
スト制度の名残など、生活のあらゆる面にヒンドゥー教の教えや伝統が反映されています。

問2 答え 1
インド亜大陸がユーラシア大陸に衝突するこ
とで隆起した、エベレストなどを含む険しい
山脈である

ヒマラヤ山脈は、巨大な大陸プレートどうし（インド・オーストラリアプレートとユーラシア
プレート）が衝突し、地層が押し上げられることで形成されました。この過程で世界最高峰の
山々が作られ、現在も上昇が続いています。他の選択肢はアンデス山脈やアルプス山脈、アト
ラス山脈の説明であり、位置と成り立ちの組み合わせを正確に理解する必要があります。

問3 答え 2
ジュート（黄麻）

インドのガンジス川デルタ周辺は、高温多湿な気候であり、特に夏季の降水量が非常に多いの
が特徴です。この環境はジュート（黄麻）の栽培に非常に適しており、バングラデシュからイ
ンド東部にかけての世界的な生産地となっています。採取された繊維は、丈夫な性質を活かし
て穀物や砂糖を運ぶための袋（ヘッシャン袋）などに利用されます。

問4 答え 1
茶

茶は中国やインド、ケニア、スリランカなど、主にアジアやアフリカの国々で多く栽培されて
います。特に上位2か国である中国とインドの影響力が極めて大きく、この2か国だけで世界の
生産量の過半数を占めているのが大きな特徴です。

問5 答え 4
商業やサービス業などを含む第3次産業の割
合が、第1次・第2次産業を上回り、最も高い

インドネシアでは近年の著しい経済成長に伴い、1人あたりの国民総所得が短期間で大幅に増
加しました。これに合わせて産業構造の高度化が進んでおり、かつて主流であった農業などの
第1次産業に代わり、サービス業や小売業などを含む第3次産業の就業人口割合が、第1次産業
や第2次産業（製造業・建設業など）を抜いて最大となっています。これは経済発展に伴う典
型的な産業構造の変化を示しています。

問6 答え 4
豊富な水資源を利用した稲作や、日系企業の
進出による自動車産業の発達が、チャオプラ
ヤ川流域などの平野部における高い人口密度
を支えている。

タイの人口分布は、自然環境と産業発展に強く結びついています。古くからの米の輸出に加え
、近年では「アジアのデトロイト」と呼ばれるほど自動車産業などの工業化が進みました。こ
うした産業の基盤となるインフラが、水利の良い平野部や港に近い首都圏に集中していること
が、当該地域の人口密度を押し上げる要因となっています。

問7 答え 2
アラブ首長国連邦

アラブ首長国連邦は、ペルシャ湾沿岸に位置する西アジアの産油国です。日本にとって極めて
重要なエネルギー資源の供給源となっており、輸出品目のほとんどが原油や液化天然ガス（L
NG）といったエネルギー資源で占められているのが特徴です。サウジアラビアも産油国です
が、提示された統計データはこの国特有の輸出比率を示しています。

問8 答え 1
東南アジア諸国連合（ASEAN）

冷戦下の緊張の中で地域の平和と経済成長を促進するために、インドネシアやタイなど5カ国
によって設立されました。現在は東南アジアのほぼ全ての国が加盟しており、経済共同体（A
EC）の創設などを通じて、地域一体となった経済発展に取り組んでいます。

問9 答え 3
ASEAN（東南アジア諸国連合）

タイのバンコクで結成されたこの組織は、東南アジア諸国の経済成長、社会的進歩、文化の発
展を加速させること、および地域の平和と安定を促進することを目的としています。現在は10
か国が加盟しており、経済共同体（AEC）の創設など、域内の経済的な結びつきをさらに深め
ています。

問1
0

答え 3
APEC

「Asia-Pacific Economic Cooperation」の略称であり、アジア太平洋地域の持続的な経済発
展を目的としています。この枠組みには、日本やアメリカ、中国、ロシア、オーストラリアな
ど、太平洋沿岸の多くの国や地域が参加しています。ASEAN（東南アジア諸国連合）と混同
しやすいですが、より広範囲な太平洋周辺国を含む点が特徴です。

問1
1

答え 1
急速な少子高齢化が進行し、将来の労働力不
足や社会保障負担の増大が懸念されているこ
と

中国では、1979年から人口爆発を食い止めるために「一人っ子政策」を導入し、人口の抑制
に成功しました。しかし、その副作用として出生率が極端に低下し、他国に類を見ないスピー
ドで「少子高齢化」が進むこととなりました。このままでは将来の経済成長を支える労働力が
不足し、高齢者を支える社会の仕組みが維持できなくなるという危機感から、中国政府は産児
制限を廃止し、現在は出産を奨励する方針へと転換しています。

問1
2

答え 4
東南アジア諸国連合（ASEAN）

タイ、インドネシア、フィリピン、ベトナムなどが加盟するこの組織は、東南アジア諸国連合
（ASEAN）と呼ばれます。当初は冷戦下の安全保障を主な目的としていましたが、現在は域
内の自由貿易を進めるなど、経済的な統合も強めています。アジア太平洋経済協力会議（APE
C）は日本やアメリカを含む環太平洋の広域組織であり、ヨーロッパ連合（EU）はヨーロッパ
の統合を目指す組織です。


